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	 行 事 名
	甲山研修

	実施日時
	24年　9月 13日（木曜日）　　10時 ～ 14時30分　 　天候：晴れ

	場　所
	甲山森林公園内を中心に

	テーマ
	①今月の樹 ｢キョウチクトウ｣  ②有毒植物について 　③野外観察

	講師
	児玉勝久講師　 

	参加者数
	３９名

	内容
（項目と概要）
	①今月の樹　キョウチクトウについて（児玉講師より）
　・夏、砂埃をあびる路端でも平気に咲き続ける樹ですが、有毒植物としても知られて

　　います。西南戦争の時、官軍の兵隊が折って箸に使ったところ中毒した記録がある

　　そうです。
②有毒植物について（児玉講師より）

　・なじみのある木本・草本で有毒なのが多いのにびっくりします。例えばイチョウ、ウメ。

　　植物の防衛本能でしょうか。また、有毒植物（ウマノスズクサ）を食草とするジャコウアゲハは、捕食されにくくなる有利な性質を持っているとのことです。
③野外観察について

・ルート：中央入口→甲山太子参道→神呪寺→西宮研修センター→湿原→仁川河川

　 　敷→広が原→なかよし池→公園北口より園内へ

　・今回は、神呪寺→西宮研修センター間は森林公園内ではなく登山道を歩き、主に

岩石を観察しました。六甲花崗岩に交じって扁平な黒っぽい甲山安山岩や、大阪層群の地層で、赤色や青色のきれいなチャートが入った礫層を観察しながら、岩だらけの道を下りました。
　・樹木の果実ではコブシ、ヤマコウバシ、ウメモドキ、ネジキ、ナツハゼ、カクレミノ、

シャリンバイ、アオハダ、ホルトノキの他、つる性植物の果実が目につきました。
紅葉はハゼノキの小葉がもう色づいていました。冬芽ではコブシの他、クロモジの
花芽・葉芽ができていました。

・湿原やなかよし池では、草本のサワギキョウ、サワヒヨドリ、キセルアザミ、ワレモコウ、
イヌコウジュ、ミソハギなどがありました。

・昆虫ではハンミョウ、アキアカネ、ナツアカネ、ハグロトンボ、シオカラトンボなどが
見られました。
＜昼食時＞　西島さんの指導で、アカメガシワの葉を使った花かごを全員が作り、

ハギの花などを入れてみんなで楽しみました。



	 まとめ
　感想
	９月の中旬にしては、晴れて残暑の厳しい一日でした。木陰は比較的しのぎやすかったですが、日差しの照るところは暑く、みんな汗びっしょりで疲れ気味で観察を終えました。
目立った花はありませんでしたが、正門のコブシの果実は、小さな握りこぶしが赤く色づききれいでした。また、ウメモドキの赤い実も印象的でした。



